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最新の文化財情報トピックス

イセンドは、「いせ」と「送る」の英語「send」を組み合わせた造語です。

埋蔵文化財の照会については、開発場所を記した位置図を裏面記載の伊勢市情報戦略局文化政策課宛てに
お送りください。確認し、折り返しご連絡します。文化財の保護のため、皆様のご理解ご協力をよろしくお願いします。

◎
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《特集》二見

◎ 《特集》二見 第一面で国指定名勝 二見浦を、第二面にて国指定重要文化財 旧賓日館を
紹介します。お楽しみに！

名勝とは

「文化財保護法」では、「庭園、橋梁、峡谷、海浜、山岳その他名勝地で我が国にとって芸術上又は観
賞上価値の高いもの」のうち、重要なものとされています。すぐれた国土美の有様を様々なかたちで表現
する名勝は、風致景観の観賞を通じてその価値を発揮する記念物です。主として人間の作意と技術によっ
て造られた人文的なものと、主として天然の営為や素材によって生じてきた自然的なものに大別されます。
著名な風致景観に名所を見いだし、また、名所のすぐれた風致景観に価値を見いだす名勝の特徴は、史
跡と天然記念物とに重複して指定されることが多いことにも伺うことができます。
日本に暮らす人々がそれぞれの土地に紡いできた思いを、名所や風景、庭園に継いでいくのが名勝です。

【二見浦】 ふたみうら
国指定名勝 指定年月日：平成18年（2006）7月28日

「夫婦岩」の名で知られる立石を擁する立石崎と、そこから西に弧を描いて延びる砂浜が一般的に
二見浦と呼ばれています。一方、国指定名勝としての二見浦は、立石崎と、その背後に控える音無山
の北側斜面、そして海浜に接する御塩殿神社と、立石崎と御塩殿神社の間の海岸・松林、賓日館の一
帯を指しています。
伊勢湾に臨む二見浦は、白砂の美しい砂浜が続くことから、古代より和歌の歌枕として広く知られ、

特に中近世以降には、大小２つの立石を中心に海神を祀る霊場としても崇敬を集めました。また近世
及び近代以降には、伊勢神宮に関連する霊場であるのみならず、立石の間から拝む日の出の名所や海
水浴の場としても注目され、優秀な海浜の風致景観から成る日本の代表的な名勝地へと発展しました。

企画展 伊勢の南画－文人サークルの外縁－を賓日館で開催
詳しくは第二面左下で

二見浦 夫婦岩

◎ 自然災害伝承碑・・・国土地理院のウェブ地図で掲載している過去の自然災害の教訓を
地域の方々に分かりやすく伝えるもの。詳しくは第二面右下で
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当市の自然災害伝承碑が掲載されました

国土地理院ホームページの自然
災害伝承碑に次の３件の石碑が
掲載されました。

・二見町「万代不易之碑」
・大湊町「徳田新田・

禿松新田開墾碑」
・鹿海町「耕地整理記念碑」

なお、令和３年には東豊浜町
「十三號台風浸水最高水位」が
掲載されており、今回の分と合
わせて計４件になります。

既刊通信は
左のHPから

【 旧賓日館 】 きゅうひんじつかん
国指定重要文化財 指定年月日：平成22年（2010）6月29日

賓日館は神宮の崇敬団体、神苑会（しんえんか
い）によって明治20年（1887）の英照皇太后（明
治天皇の母）のご宿泊に間に合うようにと、明治
19年(1886)12月に着工、翌年2月19日に竣工しまし
た。これほどの短期間で格調高い建物が完成した
のは驚異といえます。その後、明治末期から大正
初期にかけてと昭和初期の２回の大増改築を重ね、
現在の状態となりました。
明治24年(1891)7月29日から３週間余り、ご幼少
時の大正天皇（明宮嘉仁親王）が避暑や療養、水
泳訓練などを兼ねて滞在されたのをはじめ、歴代
諸皇族、各界要人が数多く宿泊されました。
そして明治44年(1911)2月には隣接する二見館

（三重県初の政府登録国際観光ホテル）に払い下
げられ、二見館の別館として平成11年(1999)まで
宿泊所とされ、二見館の廃業後、平成15年(2003)
に二見町に寄贈されました。賓日館では、建物だ
けでなく庭園も含めて、当時一流の建築家による
品格のある洗練されたデザイン、選び抜かれた材
料やそれに応える職人たちの技など、日本の伝統
建築の粋を目の当たりにすることが出来ます。

賓日館のVR(3Dビュー映像）を解説とと

もにスマートフォンなどから見ることが
出来ます。 【VRイメージ】

万代不易之碑

徳田新田・禿松新田開墾碑 耕地整理記念碑

令和６年度企画展

伊勢の南画－文人サークルの外縁－

開催日時：令和６年１１月２日㈯～１２月１日㈰

休館日：毎週火曜日（5日・12日・19日・26日）

時間：９時～１７時（最終入館16時30分）

会場：賓日館
伊勢市二見町茶屋556番地2号

観覧料：有料 大人310円
小人（高校生以下）150円

南画は風景の流れる情感やムードを重視して描き
出す絵画で、江戸時代に成立しました。本展では、
宇治と山田で活躍した南画とその作品について紹
介します。


